
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山形県庄内町で 2005 年 12 月、突風により JR

羽越線の特急「いなほ 14 号」が脱線転覆し、

お客様 5 人が死亡、33 人が重軽傷を負った事

故から、来月で 15 年となる 11 月 21 日、ジ

ェイアール・イーストユニオン仙台地本執行

委員会は事故現場に建てられた慰霊碑前で黙

とうし献花を行った。犠牲者の冥福と負傷者

と遺族にお詫びをし労働組合として、会社と

共に安全安定輸送に取り組み、事故を風化さ

せない、安全への誓いをあらたにした。 

 

 

JR 連合に結集し私たちの手で 

希望に満ちた JR 産業を創り出そう！ 
 

 

２０２０年（令和２年） １１月２５日                   Ｎｏ．６３ 

 
ジェイアール・イーストユニオン  
仙 台 地 方 本 部  
発責：執行委員長  
編集:教宣部長･組織部長 

 

羽越線慰霊碑献花 

「風化させない」安全への誓い！ 
 


